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はじめに
トンボは一生の大半を水域で過ごす。幼虫期は水中で過ごし、羽化後成虫になり、成熟すると水
域で繁殖活動を行う。この一生のうち、水域を離れるのは、羽化後、未成熟な成虫の時期のみで、
主に摂食活動のために草原や林などを生活場所とする。トンボの住む水域は止水域、もしくは流水
域の 2つのタイプに大きく分けられる。このタイプは種によって決まっている。このタイプを決め
る要因として、幼虫の生活型や産卵方法などがあげられる。トンボは種ごとにどのような止水域、
流水域に生息しているかは、上田（1998）、杉村ほか（1999）らによって研究されているが、研究者
によって判断が異なるものもあり、明確な生息環境の分類基準は確立されていない。
羽化後の未熟な成虫による水域からの移動は、種によって大体一定しているが、周囲の環境やそ
の他の自然条件などによって変わるといわれている（石田,1969）。移動後の水域選択は、幼虫期を
過ごした水域に戻るものもいれば、幼虫期を過ごした水域を離れるものもいる。トンボはほかの昆
虫と比較して飛翔力が強く、移動力があるため、新しい水域に移動分散することが容易である。多
くのトンボが生息する水域環境はトンボにとって住みやすい環境であるといえ、生息するトンボの
種数が多ければ多いほど、生息環境は多様で豊かであると考えられる。
群馬県勢多郡新里村では、村内に建設する予定の県立「ぐんま昆虫の森」において、昆虫、特に
トンボの生息環境の造成を行う予定があり、その造成の基礎資料として、止水域の豊かなトンボ相
の成立要因を解明するための調査・研究を地元新里村教育委員会の協力により行うことになった。
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図１ 新里村および調査地点
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そこで、まず新里村内の止水域のトンボ相調査を行い、それをもとに新里村新川地区の水田を利
用して実験的にトンボの生息環境を造り、豊かなトンボ相の成立要因を解明しようと試みた。
方 法
すでに行われている群馬県勢多郡新里村の止水域のトンボ相調査（吉田・小池,2000）を参考に、
豊かなトンボ相の成立要因について仮説を立て、その検討を行った（図 1）。
まず、第 1の仮説：豊かなトンボ相を持つ水域が存在するためには、高い生物保持機能を持った
水域がトンボの移動可能な距離に散在すること。
第 2の仮説：一定の広さを持った水域では、そこに存在する環境の構成要素が多いほど、トンボ
相が豊かになる。
この仮説を実証するために、新里村教育委員会により新川地区の水田を 5年間に渡り借り上げて
もらい、人工的に多様な環境を造成し、環境の変化と、それに伴うトンボ相の変化を調査・記録し
た。この場所は、新里村教育委員会により「昆虫生息自然観察地」と名づけられた。
昆虫生息自然観察地は、新里村の南東に位置する新川地区の棚田水田を利用して造成された。昆
虫生息自然観察地の標高は約 200m、面積約 7,500m?（図 1の a）。棚田は 11枚の水田からなり、その
うち上段から 6段目までを調査地域とした（図 2）。それぞれの水田ごとに取水口が西側にあり、群
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図２ 昆虫生息自然観察地
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馬用水による水の供給が行われた。不二山と呼ばれる里山が水田の北側にあり、その裾野の谷を利
用した棚田で、谷側の北西から南東に向かって開けている。水田の周りは東側、北側、西側がクヌ
ギ、コナラ、アカマツを中心とした雑木林である。
1997年秋の稲作終了後に昆虫生息自然観察地の造成を行った。基本的に植物の遷移は自然に任
せ、人手を極力加えないようにした。あぜの植物は人が歩行可能な程度に草刈りを行った。ただし、
2000年 9月 22日に水田 1から水田 4までの半分の植物をすべて刈り取った。
環境設定
水田 1：水深 40cmの木陰の多い溜池となるよう造成した。観察用のあぜを作るため、水田の北側
から中央に鉄骨を渡した。
水田 2：水深 20cmの、水草や挺水植物の豊富に生える植生豊かな溜池となるよう造成した。
水田 3：水深 5～10cmで、イネ科、カヤツリグサ科、イグサ科などの単子葉の草本が密生する湿
地となるよう造成した。
水田 4：水深 50cmの開放的な広い水面を持った明るい溜池となるよう造成した。
水田 5：貯水せず、休耕状態のまま放置した。
水田 6：農薬を使用せずに稲作を行い、夏に青刈りを行った。もともとこの地域の水田に生息して
いたトンボ類の生活場所として残した。
結 果
１ 新里村の止水域のトンボ相調査
吉田・小池（2000）によると、成虫の調査は 1996年 5月から 1998年 11月までの期間、週 1～2回
のペースで採集を行い、村内全体で 10科 52種が確認された。以下は調査結果の概略である。
a 不二山内水田（標高 240m、面積 12,500m?）：現在造成中のぐんま昆虫の森内の不二山北東部
に位置する谷戸の水田。成虫 8科 31種。
b 不二山沼（標高 230m、面積 2,000m?）：不二山の西側に位置する雑木林に囲まれた木陰の多い
溜池。成虫 9科 24種。
c 不二山沼入り口水田（標高 230m、面積 4,680m?）：不二山地域南西部の不二山沼へ続く道沿い
にある谷戸の水田。成虫 5科 18種。
d つつみ池（標高 210m、面積 4,150m?）：不二山地域の南東に位置する開放的な広い水面を持っ
た溜池。成虫 7科 15種。
e 鶴ヶ谷沼（標高 210m、面積 2,960m?）：不二山地区の南西に位置する調整池。成虫 7科 16種。
f 早川上流奥沢上沼（標高 350m、面積 810m?）：奥沢地区早川上流にある 3つの溜池のうち最も
上流に位置する溜池。成虫 9科 25種。
g 早川上流奥沢中・下沼（標高 320m、面積 5,250m?）：奥沢地区早川上流にある 3つの溜池のう
ち、中・下流に位置する隣接した 2つの溜池。成虫 10科 32種。
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h 奥沢休耕田（標高 300m、面積 37,500m?）：早川上流奥沢下沼より南に約 300m離れた休耕田。
成虫 5科 7種。
i 鍋沢沼（標高 430m、面積 1,100m?）：赤城山地区にあり、鏑木川上流にある溜池。成虫 5科 7
種。
j 板橋国道 353号沿い北側溜池（標高 420m、面積 2,500m?）：板橋地区に位置する国道 353号沿
いの北側にある溜池。成虫 6科 9種。
k 大猿川上流水溜り（標高 900m、面積 600m?）：北部の、粕川村との境界にある大猿川上流の川
沿いにできた小さな沼地。成虫 7科 25種。
l 大猿川上流河畔（標高 680m、面積 1200m?）：大猿川沿いの開けた草地の環境。乾燥した草地
で、イネ科の多年生草本が多く生えている。成虫 3科 9種。
m 大猿川上流砂防ダム（標高 650m、面積 800m?）：大猿川の流れを堰き止めて造られた砂防ダ
ム。成虫 4科 7種。
n 善昌寺境内の池（標高 210m、面積 550m?）：昆虫生息自然観察地から南西約 400m離れた位置
にある善昌寺境内の池。成虫 5科 11種。
o 新川地区棚田水田（標高 200m、面積 7,500m?）：造成以前の昆虫生息自然観察地。成虫 6科 15
種。
これら 15ヶ所の調査から、新里村内には、もともと豊かなトンボ相を持つ水域が散在しているこ
と、一般に水域面積が広いほど多くの種が確認されることが判明した。さらに、水域の周囲が林に
囲まれていること、水深が多様であること、植生豊かな水域であること、広い開放水面を持つこと、
といったような、環境要素の多い場所ほど、豊かなトンボ相が確認された。
２ 昆虫生息自然観察地の環境の変化とトンボ相
ａ 環境の変化とトンボ成虫
昆虫自然生息観察地造成後、それぞれの水田の環境とそこに出現したトンボ成虫は以下のような
変化を示した（表 1）。
水田 1：はじめは水深約 40cmの溜池で、池全体に植物が生えていた。2000年 9月に西半分の草刈
りを行い、開放的な水面を確保したが、2002年には水の供給量が徐々に減少し、ほぼ干上がって
ガマなどに覆われた。造成後、アキアカネの発生が急激に減少し、ギンヤンマ、シオカラトンボ、
ショウジョウトンボ、モノサシトンボ、ネキトンボ、オオアオイトトンボなどが多数発生した。
しかし水面の減少により次第に発生数が減少した。
水田 2：水深約 20cmの、ほぼ全面が植物で覆われた溜池になり、2000年 9月に西半分の草刈りを
行い、開放水面を確保したが、水の供給量が徐々に減少し、2002年には西半分はガマが、東半分
はガマのほか、センダングサやススキが密生した。1998年から 2001年にかけてチョウトンボが観
察された。また，シオカラトンボ、シオヤトンボ、ショウジョウトンボが多数発生し、キイトトン
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ボ、モノサシトンボも発生するようになったが、水深が浅くなると共に減少した。
水田 3：水深約 5cmの湿地状態になり、ガマやセンダングサが密生したため、2000年 9月に西半
分の草刈りを行った。しばらく西側は開放的な水面を保っていたが、2002年には給水量が減少し、
再びガマやセンダングサが密生した。造成後、シオカラトンボが多数発生し、シオヤトンボ、ナ
ツアカネ、キイトトンボ、モノサシトンボも発生したが、2002年にはキイトトンボ、モノサシト
ンボはほとんど見られなくなってしまった。
水田 4：水深 40～50cmの、ほぼ全面がガマが生えた溜池となり、2000年 9月に西半分の草刈りを
行った。しばらく西側は開放的な水面を保っていたが、2002年に給水量が減少するとガマに覆わ
れるようになった。造成後、ギンヤンマ、クロスジギンヤンマ、マルタンヤンマが多数発生した。
また、1998年から 2001年にかけてチョウトンボが観察された。水田 1と共に種数が最も多かった
が、水面の減少が著しくなると種数も減少した。
水田 5：2000年には全面にアシやセイタカアワダチソウ、ススキ、ガマなど背丈の高い植物が密
生するようになった。造成後、シオヤトンボ、アキアカネなどが発生したが、陸化が著しくなる
につれて減少した。
水田 6：毎年 6月上旬に水入れと田植えが行われ、夏期には水量を落とし、8月下旬から 9月上旬
に青刈りを行った。年による環境の変化はなかった。アキアカネ、シオカラトンボなどが毎年発
生した。
ｂ 幼虫調査
2000年 2月 29日から 2002年 10月 31日まで、およそ 1週間に 1度の割合で幼虫の採集を行った
（表 2）。
表１ 昆虫生息自然観察地で採集されたトンボ成虫
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2001年 9  6 5 7 1 7  6  1  10 3 6 4 7 5 1  1 3  82  17
水 田 1 2002年 2 4 10 6 1 7  1  1  7 3 1 1 5 3 1  52  14
 
2001年 2  2 6  3  2  2  1  11 5 4 1 1 2 1  1  44  15
水 田 2 2002年 2  1  2  4 3  1 5 2  20  8
 
2001年 6 2 1 12  2  1  3 3 2 2 3 3  40  12
水 田 3 2002年 3 4  2  1 2 1  5 6 2 1 2 5  1  35  13
 
2001年 2 6 4  4  2  2  2 2  1 8 1 1 3 4  2  1 3  49  18
水 田 4 2002年 2  1  1 2  1 1 2 2 3 4 3  1 1  1  25  14
 
2001年 3 2 1  2  3 6  5 7 2  3  1  35  11
水 田 5 2002年 2  1  1  1 1 1 1 1  1  9  8
 
2001年 1  1  1  1  2  3 5 1  2  17  9
水 田 6 2002年 1  1  1
 
2001年 19 13 17 30 1 16  1 7 1 2 1 10 2 2 1 37 18 13 15 25 17 3 2 7 3 2 3  268  27
全 体
2002年 4 7 15 8 1 11 1  3  2 5 3  2 17 14 5 7 17 14 2 1 3  1  27  22
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造成後の 2000年、昆虫生息自然観察地全体で採集数が多かったのはシオカラトンボ、ショウジョ
ウトンボ、ギンヤンマで、少なかったのはコシアキトンボ、ウスバキトンボ、キイトトンボであっ
た。また、夏期はどの水田も採集数が減少した。
2001年になるとオオアオイトトンボが初夏に大発生し、またキイトトンボ、クロイトトンボ、モ
ノサシトンボは年間を通して採集数が増加した。この年新たにアキアカネが水田 2、水田 3で採集さ
れた。
2002年には、前年に比べキイトトンボ、モノサシトンボの採集数が増加した。オオアオイトトン
ボは採集数が激減した。夏期以降、どの種も採集数が減少した。
考 察
守山・飯島（1989）は、安定したトンボ相が存在するには、水域間でトンボの交流ができ、種の
供給が常時行われている環境でなければならず、そのためには地域内の水域環境がそれぞれ高い生
物保持機能を持ち、他の水域に種を供給できることと、トンボの移動可能な距離に水域が散在する
ことが重要であると指摘している。また、守山・飯島・原田（1990）によれば、豊かなトンボ相を
保つには、地域内の水域がそれぞれ高い生物保持機能を持ち、他の水域環境へ種を供給できること
と、溜池間の距離が 1km以内に配置されている環境であることが必要であるとしている。
新里村内止水域 15ヶ所のトンボ相調査の結果（吉田・小池，2000）から、村内には 10科 52種の
表２ 昆虫生息自然観察地で採集されたトンボ幼虫
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2000年 3  8  71  19  3  7  96 105 145  41  149  9  1  657  13
水 田 1 2001年 24  23  11  31  7  8  96 142  26  4  84  456  11
 
2002年 28  65  5  16  1  66  61  23  69  334  12
 
2000年 1  38  9  6  14  60  11 228  18  6  77  1  462  12
水 田 2 2001年 7  5  7  67  11  48  2 141  15  15  63  1  382  12
 
2002年 2  9  5  16  1  11  77  10  8  17  156  10
 
2000年 15  4  15  2 192  28  14  253  7
水 田 3 2001年 3  7  3  14  1  17  82  7  77  4  13  14  6  1  1  251  15
 
2002年 12  1  6  11  15  3  68  6  27  12  161  10
 
2000年 1  14  57  11  19  92  34  53  6  64  351  9
水 田 4 2001年 5  24  6  11  62 167  52  7  1  335  9
 
2002年 30  24  6  24  70  77  70  2  15  318  9
 
2000年 1  3  4  2
水 田 6 2001年 1  10  1  22  43  6  83  6
 
2002年
2000年 4  23 181  39  9  44 264 152 618  93  20 290  10  1  3 1,751  15
全 体 2001年 32  61  25  63  75  98 394 203 261  23  28 163  29  43  1  7 1,505  16
 
2002年 60 110  17  62  1  82 169  134 170  16  35 113  969  12
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トンボ成虫が生息しており、どの水域も多くの種が生息していることがわかった。また、調査水域
はおよそ 1km以内に隣接しており、トンボ生息環境として適した地域であるといえる。
また、石田（1969）によると、未熟な成虫の水域解離について、イトトンボ類やハッチョウトン
ボ、コシブトトンボなどは水域付近の草原に移動する程度だが、それ以外の種はかなり遠方まで移
動すると述べている。しかし、昆虫生息自然観察地造成以前には新里村内では見られなかったキイ
トトンボやチョウトンボが造成後の昆虫生息自然観察地に出現し、繁殖するようになった事実から、
多くのトンボの成虫は相当遠距離の水域間を移動すると考えられた。
上田（1998）は、溜池周辺の樹木の有無や覆い方、水生植物の有無や植物群落の種類が、生息す
るトンボの種数に影響を及ぼすと指摘している。市街地の池よりも二次林地帯の方が、二次林地帯
の中では樹木の多い方がトンボの種数が多くなり、周囲を完全に樹木によって覆われた池は種数が
減少すると述べている。さらに、水生植物がない環境はトンボ相が極めて貧困であり、また、抽水
植物群落のみの環境よりも、浮葉・沈水植物群落を併せ持つ環境の方が 1.5～2倍の種数が生息する
とも指摘している。また、コンクリート護岸の程度や水量変化も環境要素となりうる可能性を示唆
しているが、池の大きさは関連がないとしている。この指摘から、一定の広さを持った水域では、
そこに存在する環境要素が多いほどトンボ相が豊かになると考えられる。
新里村におけるトンボ相調査の結果から、昆虫生息自然観察地では可能な限り多くの種が生息で
きる水域環境を想定して造成を行った。造成地は三方を林に囲まれた棚田で、水深の違いと、植物
が密生する水域と開放的な水面のある水域を組み合わせ、多くの環境要素を含んだ水域を造成した。
種数に影響を及ぼすと考えられる主な環境要素、水域面積、水域が林に囲まれている面の数、水
深、植生について検討してみる。水域面積は種数に影響を及ぼさないとの指摘（上田，1998）があ
るが、それぞれの種の成虫の水面上における最低飛翔行動範囲を超える広さが存在すれば、同一の
水域面積に多くの種が存在できると考えられる。また、水域が林に囲まれている面の数が多いほど
種数は多いという指摘に関しては、木陰を好む種にとって必要な環境であるばかりでなく、成虫の
休息場所や交尾の場所としても重要であると考えられ、種数増加の要因になると考えられる。次に、
水深に関しては、幼虫が深い水域を好む種と、浅い水域を好む種がいるため、やはり水深の違いが
ある水域ほど種数は増加すると考えられる。昆虫生息自然観察地の調査結果から、水面に占める植
生に関しては、開放水面を好む種もいるが、植生豊かな水域を好む種も多いことがわかった。吉田・
小池（2000）による新里村内の止水域のトンボ相調査地 15ヶ所について、その環境を比較してみる
と、環境要素の多い水域ほど種数が多く、豊かなトンボ相が見られた。
しかし、昆虫生息自然観察地での 5年間の調査によって、止水域が自然のまま放置され、植物の
遷移が進行すると、造成直後の多様な環境要素を保ったまま水域を維持することはできず、環境の
変化に伴い生息する種数が減少することもわかった。多くの環境要素を持ち、安定した豊かなトン
ボ相を維持するためには、その環境を維持するための人為的な作業が必要になる。新里村の昆虫生
息自然観察地周辺の水田や溜池は、人間が農業を営むために維持されてきた環境である。このよう
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に人間の生活のために造られ維持されてきた里山環境は、豊かなトンボ相の継続的な成立に大変重
要であったと考えられる。さらに、新里村の背後に存在する赤城山の斜面は、標高差や水域の存在、
森林の存在など、里山のトンボ相の大きな供給源としての“奥山”として、重要な存在意義が考え
られた。
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要 約
群馬県勢多郡新里村における止水域のトンボ相調査をもとに、村内の里山の棚田を利用して多様
な環境要素を持った水域環境を造成し、止水域の豊かなトンボ相の成立要因の解明を試みた。造成
前の水田で見られたトンボ相（6科 15種）は、造成後、8科 28種のトンボが観察され、豊かなトン
ボ相が成立した。環境の変化とトンボ相の調査から、隣接する水域の存在と水域の環境要素が多い
ほど、そこに生息するトンボの種数は多いことが明らかになった。一方、造成後、止水域の多様な
環境は、人為的な管理が行われないと速やかに変化し、環境要素の減少と共に種数も減少すること
が明らかになった。
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